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第1章　 緒 言

感 染 症 に 於 け る血 液 細 胞 の機 能 的 方面 の研 究 はそ

の 形 態学 的 方 面 と共 に広 汎 に見 受 け られ る.即 ち感

染 症 の末 梢 白血 球 の 遊 走 機 能 につ い て はPhilips

born88) 89),加 登 ・北川19),植 木9),大 川12),立 松 鋤

等 の 研 究 が あ り,そ の 墨 粒 貪 喰 能 に つ い て は

Metchnikoff85), Philipsbom88) 89), Grunke74),山

下54),渡 辺57),加 登 ・北 川19)等 の 業 績 が あ る.又

ワ クチ ンに よ る 動 物 実 験 で は太 田13),水 木49),加

登17),渡 辺68),千 田34),板 倉3)等 の報 告 が あ る.

一 方 骨髄 内細 胞 につ い て の研 究 は誠 に 寥 々 た る も

の で, Galinowski69),糸 井4) 5),井 上6)等 の 報 告 を

み るの み で あ る.

処 が諸 家 の 実 験 は す べ て超 生 態 観 察 に よ る もの で

あ つ て,当 然 長 時 間 に 亘 つ て正 確 に 観察 す る こ とは

行 われ て い な い.又 これ らの 実 験 は 細菌 毒素 が生 体

内 で働 い た 後 の 血 液,骨 髄 を観 察 して 居 るか ら,そ

の間には複雑な防禦反応が関与しているため,そ の

細菌毒素が骨髄内細胞機能に対し直接如何様に影響

を及ぼすかについては全 く不明である.

そこで私は骨髄内白血球に細菌毒素が直接如何様

に影響を及ぼすかを観察しようと試み,教 室考案の

骨髄体外組織培養法を応用して,そ れに細菌毒素を

直接添加 してその細胞機能(遊 走機能,墨 粒貪喰能.

生体染色性)に 及ぼす影響を観察して聊か知見を得

たので以下報告する.

第2章　 実験材料並びに実験方法

第1節　 実験材料

1) 細菌毒素 第1編 に同じ

2) 実験動物 第1編 に同じ

第2節　 実験方法

1) 遊走速度の測定に於ては,家 兎大腿骨々髄で

は凹窩載物硝子式を用い,人 骨髄では海野氏打抜載

物硝子式方法を用いた.第1編 の被覆培養法に於け
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ると全 く同様の方法で培養を行つた.

2) 墨粒貪喰能の測定 には教室角南30)の 提唱し

ている海野氏打抜献物硝子式を用いた.墨 汁は良質

の古梅園製紅花墨を用い,硯 にリンゲル氏液を入れ

て軽 くすり,濾 過 して使用した.濃 度は森氏の方法

に従い,墨 汁 の液柱の高さを2.5mmと して下に

置いた白紙上の墨の辺縁が見え始めるところをとっ

た.こ の際に光源は60W.電 球を高 さ20cmの 所

より照した.尚 このようにして用意した墨汁は煮沸

滅菌して直ちに実験に供 した.ヘ パ リン加血漿及び

鶏胎圧搾液は第1編 で述べたものと同じてあるが,

培養開始後30分前後に凝固するよう使用前にヘパ リ

ンの量を加減 した.

添加物の量的関係を一定にするためにツベルクリ

ン注射器に1/2皮 下針 を使用 した.添加 物:圧 搾

液:墨 汁の比は1:1:2と して充分に混和 して使用

した.

先ず海野氏打抜載物硝子の穴の中てデ ッキグラス

上にヘパ リン加血漿を1滴 々下 し,直 径1.5cmの

円形に拡げる.次 にその中央に骨髄片量を置き,前 以

て調製 しておいた添加物,墨汁,圧 搾液の混和液を

2滴 重畳する.添 加する際組織片は必ず培地の中央

にあるようにし,墨 汁が均等に分布するように注意

する.然 る後にデ ッキグラスを以て穴を覆い,少 量

のバルサムを用いて完全に封ずる.そ の儘の位置で

孵卵器に入れ, 30分後にして血漿が凝固してから裏

かえして置く.

3) 生体染色の観察には墨粒貪喰能観察に用いた

海野氏打抜載物硝子を用意 した.墨 粒貪喰能観察に

於けると同様に先ず血漿を1/2皮 下針より1滴 々下

し, 1.5cm径 に拡け, 骨髄片を その中央におき,

添加物及び鶏胎圧搾液を夫々1滴 を重畳し,均 等に

混和する.そ の上に0.04%中 性赤水溶液1滴 を加え

る.次 いて被覆硝子て穴を覆い,バ ルサムで封入し,

血漿の凝固するのを待つて裏返して孵卵 に入れる.

第3節　 観察方法

1) 遊走速度の測定:　 ア ッベの描画器を用いて

白血球(成 熟偽好球又は好中球)を 任意にえらび,

 30秒毎に形態を描画し,そ の中心点の移動距離を順

次記録 して2分 間観察する.そ の延距離を尺測によ

り計測 して1分 間値を算出す.最 低5ケ の細胞の遊

走速度(1分 間値)の 平均を以て,そ の細胞の遊走

速度 とした.

2)　 墨粒貪喰能の測定:　 教室角南30)の提唱せる

方法に従つた.即 ち家兎骨髄内成熟偽好酸球ては増

生帯周辺部を谷氏の分類に従つて100ケ を数え,杉

山の方法に従つて平均貪喰度を算定 した.人 骨髄内

成熟好中球については原組織を中心 として各帯を通

る放射線上の細胞について貪喰度を測定した.

3) 生体染色度の測定:　 教 室 田村38)の 提唱に

よる方法に従い,骨 髄原組織を中心として各増生帯

を通る放射線上の成熟偽好酸球について観察 し,教

室田村38)の 分類によりその生体 染色度を分類して

平均染色度を算出した.

表1　 腸 チ フス菌 毒 素 添 加,偽 好 酸 球 遊 走速 度

(家 兎)　 No. 101

No. 102

No. 103

第3章　 実 験 成 績

第1節　 家兎骨髄培養に及ぼす影響

第1項　 腸チフス菌毒素添加の場合

1. 遊走速度

表1,図1に 示す如 く高濃度10mg/ccで は3時

間 値 で 対 照11.8～13.4μ/m,平 均12.3μ/mに 対

し て5.5～9.1μ/m,平 均6.8μ/mと 約1/2に 低

下 し て い た.更 に1mg/cc, 0.1mg/ccで も 機 能 低

下 を 見, 0.01mg/ccに な つ て 漸 く対 照 に 近 い 値 を
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示 して居た.即 ち濃度に応じて機能障碍度が強い.

図1　 腸チフス菌毒素添加,偽 好酸球遊走

速度(家 兎)

2. 墨 粒 貪 喰

表2,図2に 示 す 如 く6時 間 目で10mg/ccで は

対照に比してかなりの低値を示して居たが,他 の濃

度では寧ろ機能亢進の像を見たが,以 後の時間では

何れの濃度でも対照の値に近 くなつて居た.

表2　 腸 チ フス菌 毒 素 添加,墨 粒 貪喰(家 兎)

図2　 腸チフス菌毒素添加,墨 粒貪喰(家 兎)

3. 生 体 染 色

表3,図3に 示 す よ うに10mg/cc, 1mg/ccで

は12時間目までは対照より高値を示し,以 後は対照

より低値を示 して居た.即 ち早期高度染色及び早期

槌色の像を認めた. 0.1mg/ccで は対照 と略々同じ

で, 0.01mg/ccて は対照より低値を示 して居た.

表3　 腸チフス菌毒素添加 生体染色(家 兎)

図3　 腸 チ フス 菌 毒 素 添加,生 体 染 色(家 兎)

第2項　 パ ラチ フ スA菌 毒 素 添 加 の場 合

1. 遊 走速 度

表4,図4に 示 す 如 く10mg/ccで は3時 間,

 6時 間 値 は6.4, 6.5μ/m(平 均 値)で 対 照 の
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9.6, 9.8μ/m(平 均値)に 比 し中等度 に機能低下

を示 した.爾 余の濃度では対照と有意の差を見なか

つた.

表4　 パ ラチ フスA菌 毒 素 添加,偽 好酸 球 遊 走速 度

　 No. 105

No. 106

No. 107

図4　 パラチフスA菌 毒素添加,偽 好酸球遊走

速度(家 兎)

2. 墨 粒 貪 喰

表5,図5に 示 す よ う に10mg/ccで は 全 経

過 を 通 じ て 機 能 低 下 を示 し, 1mg/cc及 び0.1,

 0.01mg/ccで は 対 照 よ り貪 喰 度 が高 く機 能 亢進 の

像 を 見 た.腸 チ フス 菌 毒 素 の場 合 と略 々同 様 の 結 果

を 得 た.

表5　 パラチフスA菌 毒素添加,墨 粒貪喰(家 兎)

図5　 パ ラチ フスA菌 毒 素 添 加,墨 粒貪 喰(家 兎)

3. 生体染色

表6,図6に 示す ように10mg/ccで は9時 間目

を境にして典型的早期高度染色,早 期槌色を示した

が,爾 余の濃度では対照より寧ろ染色度は低値を示

し,細 胞機能亢進の像を示して居たが,そ の差は著

明ではなかつた.

第3項　 パ ラチフスB菌 毒素添加の場合

1. 遊走速度

表7,図7に 示 す如 く, 10mg/ccで は各観察時

間で対照に比し軽度に低下 していた.爾 余の濃度で

は対照に比 し有意の差を見なかつた.全 般に骨髄内

偽好酸球遊走速度には大 した影響を見なかつた.

2. 墨粒貪喰

表8,図8に 示 す よ うに高 濃度(10mg/cc,

 1mg/cc)で は対照 と有意の差を見ず,爾 余の低濃

度(0.1, 0.01mg/cc)で は対照より高値を示し,貪
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表6　 パ ラチフスA菌 毒素添加　生体染色(家 兎)

図6　 パ ラ チフ スA菌 毒 素 添加,生 体 染 色(家 兎)

表7　 パ ラチ フ スB菌 毒素 添 加,偽 好酸 球 遊 走 速度

　 No. 109

No. 110

No. 111

図7　 パラチフスB菌 毒素添加,偽 好酸球遊走
速度(家 兎)

表8　 パラチフスB菌 毒素添加　墨粒貪喰(家 兎)

図8　 パラチフスB菌 毒素添加:墨 粒貪喰(家 兎)
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喰 機 能 亢 進 の像 を認 めた.

3. 生 体 染 色

表9,図9に 示 す よ う に高濃 度(10mg/cc)で は

対照 よ り細 胞 機能 が梢 々低 下 して い る よ うで あ るが

大 差 は な かつ た. 0.1, 0.01mg/ccで は全 観 察 時 間

を通 じて 対 照 よ り も染 色度 は低値 を示 し,機 能 の活

溌 な こ とが推 測 され る.

表9　 パ ラチ フ スB菌 毒素 添加 生 体 染 色(家 兎)

図9　 パ ラチ フ スB菌 毒 素 添加,生 体 染 色(家 兎)

第4項　 大腸菌毒素添加の場合

1. 遊走速度

表10,図10に 示す如 く3, 6時 間 目では対照より

1～2μ/m内 の差 を示して居たが,爾 後の時間で

は総ての濃度に於て対照より高値を示して居た.即

ち該菌毒素では有意ある機能障碍はなく寧ろ機能亢

進の傾向を認あた,

表10　 大 腸 菌 毒 素 添加,偽 好 酸 球 遊 走 速度(家 兎)

　 No. 112

No. 113

No. 114

図10　大腸菌毒素添加,偽 好酸球遊走速度(家 兎)

2. 墨粒貪喰

表11,図11に 示すように高濃度(10mg/cc)で は

対照と有意の差を認めず,他 の濃度では高値を示し

て居た.即 ちパ ラチフスB菌 毒素添加の場合と大体

同じ傾向を示 して居た.
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表11　大腸菌毒素添加,墨 粒貪喰(家 兎)

図11　大腸菌毒素添加,墨 粒貪喰(家 兎)

3. 生体染色

表12,図12に 示すように低濃度(0.01mg/cc)で

は対照 と略々同じ染色性を示したが,他 の濃度では

対照より低値を示 し,細 胞機能の旺盛なることを物

語 るようであった.

第2節　 人骨髄培養に及ぼす影響(遊 走速

度)

第1項　 腸チフス菌毒素添加の場合

表13,図13に 示す如 く0.01mg/ccの 濃度では対

照と略々同じ値を示すが,他 の濃度ではすべて対照

より低値を示して居た.し かし観察時間の経過と共

に対照との差はちぢまつていた.

第2項　 大腸菌毒素添加の場合

表14,図14に 示す如 く高濃度,低 濃度共に対照よ

り低値を示 して居たが大差はなかつた.腸 チフス菌

毒素添加の場合に比し障碍作用は非常に軽微であっ

た.

表12　 大腸菌毒素添加 生体染色(家 兎)

図12　大腸菌毒素添加,生 体染色(家 兎)

表13　 腸 チ フス 菌 毒 素 添加,好 中 球 遊 走速 度

(人 間)　 No. 117

No. 118
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図13　腸チフス菌毒素添加,好 中球遊走速度(人 間)

表14　 大 腸 菌 毒素 添 加,好 中球 遊 走 速 度(人 間)

　 No. 115

No. 116

図14　大腸菌毒素添加,好 中球遊走速度(人 間)

第3節　 腸チフス患者血清の家兎骨髄 培養に

及ぼす影響について.

表15に 示すような臨床像をもつて居る腸チフス患

者の血清を圧搾液 と同量を家兎骨髄培養に添加 し,

対照には健康人血清を同じく滴下して,腸 チフ客患

者血清の骨髄内偽好酸球遊走速度に及ぼす影響を観

察 した.

表15　 実験に供した腸チフス患者の臨床像

()内 数字は恢復後

1) 竹○の血清添加例では対照に比 し20%～40%

低値を示 し,中 等度に遊走機能を抑制する因子を認

めた.(表16,図15)

2) 赤○の血清添加例では対照に比し10%程 度の

低下を見るのみで大 した影 響 はみ られなかつた.

(表16,図15)

表16　 腸チフス患者血清添加,遊 走速度

(家兎偽好酸球)

No. 1:竹 ○

No. 2:赤 ○
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図15　腸チフス患者血清添加:家 兎偽好酸球遊

走速度

No. 1:竹 ○

No. 2:赤 ○

第4章　 総 括 並 び に 考 按

以上私は教室考案の骨髄体外組織培養法を応用 し

て,腸 チ フス菌,パ ラチフスA, B菌 毒素並びに

大腸菌毒素の骨髄内主要白血球(人 では好中球,家

兎では偽好酸球)の 三機能(遊 走機能,墨 粒貪喰能,

生体染色性)に 及ぼす影響を観察 し,比 較検討 した

ので,以 下実験成績を総括して考按を述べる量

1) 遊走機能について

先ず私の得た実験成績を総括して見るに,健 康家

兎骨髄内偽好酸球の遊走速度に及ぼす影響について

は,細 菌毒素の高濃度(10mg/cc)の3時 間値で腸

チフス菌毒 素:平 均7μ/m(対 照の6/10),パ ラチ

フスA菌 毒 素:平 均6.4μ/m(対 照の6/10),パ ラ

チフスB菌 毒素平均10.5μ/m(対 照の8.7/10),大

腸菌毒素:平 均11.6μ/m(対 照 の10.7/10)で ある.

一方低濃度では腸チフス,パ ラチフスA菌 毒素は有

意なる影響を与えないが,パ ラチフスB菌 毒素,大

腸菌毒素は軽度の亢進を示す.以 上より健康家兎骨

髄内偽好酸球遊走速度に対する抑制作用は腸チフス,

パラチフスA菌 毒素が最強で,パ ラチフスB菌 毒素,

大腸菌毒素の順になつている.

次に健康人骨髄内好中球遊走速度に対 しては,家

兎骨髄内偽好酸球遊走速度に対する影響 と全 く同じ

傾向を示す.即 ち健康人骨髄内好中球遊走速度に対

する抑制作用は腸チフス菌毒素が大腸菌毒素に比し

て強い.

扨て白血球の運動機能についての文献を経いて見

るに, 1845 Wharton Johnesが ヱ ヒの白血球にア

メーバ様の運動のあることを認めたに始まり,そ の

後Schiling99), Levaditi et Muttermilch82), M. Mc

 Cutcheon62), Henderson78), E. v. Philipsborn88) 89),

杉山29),植 木8),山 下55),小 野田14),渡 辺58)等多数

の業績に接するが,そ のうち感染症の血液細胞の遊

走速度についての研究で は,嘗 つてE. v. Philips

born88) 89)が 初めて急性伝染病 患者について実験 し

て,白 血球遊走速度はすべて低下するとのべている.

その後立松37)は 腸チフ量スの稽 留期及び弛張期には

白血球の遊走機能は甚しく障碍 されるが,下 熱期に

は寧ろ健康時より同遊走機能は亢進すると述べてい

る.又 加登 ・北川19)も 立松37)と 同様の結果を報告

し,臨 床所見よりも遙かに確実に経過を診定 し得る

と述べている.大 川12)も 同様の結果 を報告 し,腸

チフス菌毒素は白血球毒であると述べている.

以上は何れも末梢血液についての研究であるが,

骨髄内白血球の運動性 についてはFoot64), Gross

mann72),原44),河 島20)等 が組織培養法で観察 して

いるが,遊 走機能については記載がない.そ して感

染症の骨髄内白血球の遊走速度についての研究は極

めて少 く井上6)の 業績を見る程度で,同 氏は急性伝

染病(腸 チフス,赤 痢,脳 膜炎等)の 骨髄内好中球

の遊走機能を観察して,軽 症例では正常値に近 く,

重症例では著明に低下 していると述べている.更 に

同氏は腸チフスワクチンを健康家兎に静注 して,骨

髄内好中球の遊走速度は著明に低下するとのべてい

る.

以上諸家の研究は何れも超生態観察によるもので

あり,又 生体内で細菌毒素の働いた後の血液及び骨

髄を観察したものであつて,細 菌毒素が直接骨髄内

細胞に如何ように作用するかについて詳 しく実験 し

たものは全 く見当らない.処 が私の実験は細菌毒素

対骨髄内細胞 との関係を生態観察により長時間に亘

つて,而 も定量的に観察 したもので全 く新しい試み

であり,こ の点は極めて意義深いものと思う.

腸チフス症の重症例及びその極期には体内の毒素
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量は当然多く,そ の力価 も強 く,一 方本症の軽症例

や恢復期には毒素量は少 く又力価も弱いものと想像

されるから,私 の前記実験成績より井上6)及 びその

他諸家が認めて居る腸チフス症の極期に於ける白血

球の遊走機能低下には本毒素の骨髄内白血球に対す

る直接の抑制作用が大きな役割を演じて居るものと

思われる.

次に井上6),立 松37)等 は感 染症 の好 中球遊走速

度を観察して,病 気の種類による好中球遊走速度の

差異は認められないとのべている.又 板倉3)は葡萄

状球菌ワクチン,大 腸菌ワクチンを家兎に注射 して,

又加登17),山 下55)等 は腸 チフス菌,大 腸菌,葡 萄

状球菌を家兎に感染せ しめて,そ の血液中の偽好酸

球遊走速度を観察 しているが,何 れも菌種による差

異は認められないとのべているが,私 の実験では前

述の如 く菌種による態度の違いを証明することが出

来た.之 は一つには諸家の実験では生体内で細菌毒

素が働いた後の血液,骨 髄を観察しているので,生

体内の複雑な防禦機転がこの間に関与 しているもの

と思われ,又 一つには私の実験のように諸条件を一

定にして定量的に観察することが出来ないため,微

細な差を認めることが出来 なかつたものと思われ

る.

次に腸チフス患者血清中に健康家兎骨髄内偽好酸

球遊走機能の抑制因子を認め,更 に末梢血液の白血

球減少度の強いもの程この抑制作用も強いことを認

めた.即 ち腸チフス患者血清中には細菌毒素も含ん

で居るであろうから,そ の毒素の影響 も考えられる

が,そ の他の血清中の諸物質(二 次的に発生した生

体反応因子も含む)の 影響も除外するわけに行かな

い.し かし何れにしても,以 上の実験を総合すると

少 くとも腸チフス菌毒素は生体内に於ても直接骨髄

に働いて好中球の遊走速度を低下せしめる事が充分

に考えられる.

2) 墨粒貪喰能について

私の実験成績を総括 して見るに,健 康家兎骨髄内

偽好酸球の墨粒貪喰能に及ぼす影響については,腸

チフス菌毒素の高濃度(10, 1mg/cc)で は対照に比

し墨粒貪喰能は低下 し,爾 余の濃度では墨粒貪喰能

の稍々亢進せる像を認あた.又 パ ラチフスA菌 毒素

では10mg/ccの 濃度のみに墨粒貪喰能の低下を認

め,爾 余の濃度では対照と同等か軽度 の機能亢進の

像を認めた.次 にパラチフスB菌 毒素及び大腸菌毒

素では高濃度(10mg/cc)に 於ても墨粒貪喰機能は

低下せず,対 照と有意の差はなく,爾 余の濃度では

寧ろ墨粒貪喰機能の亢進像を認めた.以 上より墨粒

貪喰能に対する抑制作用は腸チフス菌,パ ラチフス

A菌,次 いでパラチフスB菌,大 腸菌毒素の順に弱

くなつている.そ して興味あることは或る低濃度で

は機能亢進の像を認める事である.

扨て伝 染性 疾患 の墨粒貪喰能についてはMet

schnikoff85)の 研究以来沢山の業績を見ることが出

来 る, Schaeffer-Hieber98), E. v. Philipsbom89),

 Grunke74),島 田幻),加 登18),橋42)等 は急性伝染病

の末梢白血球の墨粒貪喰能を観察 して,有 熱期には

低下し,恢 復期には正常に復す とのべている。又糸

井4) 5), Galinowski69)は 感染症の骨髄内白血球の墨

粒貪喰能について観察 し,そ の最盛期には機能低下

を認めている.更 に大賀11),板 倉3)等 は細菌の生菌

及びワクチンを動物に注射 して,そ の末梢白血球の

墨粒貪喰能を観察 して何れもその機能低下を認めて

いる.

以上諸家の実験は何れも超生態観察によるもので

あり,尚 細菌毒素が生体内で働いた後の血液や骨髄

を観察したものである.そ こで私は教室角南30)の

方法に則り,骨 髄培養によつて生態観察をなし,骨

髄内白血球墨粒貪喰能に及ぼす細菌毒素直接の影響

を研究した次第である.

先ず 腸 チ フス菌毒 素 の影響について糸井4) 5),

 Galinowski69)は 腸チフス症 の骨髄内白血球の墨粒

貪喰能について観察 して,そ の有熱期には墨粒貪喰

能は低下するとのべており,又Schaeffer-Hieber96),

 Philipsborn89)等 の末梢血液の観察 に於ても同様の

結果を報じているが,私 の実験成績に於ても腸チフ

ス菌毒素の高濃度は健康家兎骨髄内偽好酸球の墨粒

貪喰能を強 く抑制す る処より,諸 家の認めた本症白

血球の墨粒貪喰能低下には腸チフス菌毒素の骨髄内

白血球に対する直接の抑制作用が大きな役割を演じ

ているものと考えられる.

次 に菌 種 と墨粒 貪喰能 の関係 につ いては, 

Galinowski69), Schaeffer-Hieber98), E. v. Philips

born89), Grunke74),糸 井4) 5)等 は伝染病の種類と墨

粒貪喰能 との間には何等差異を認めていない.同 じ

く大賀11),板 倉3)等 も動物 実験 に於ても菌種によ

る違いを見出していない.が 私の実験成績では前述

の如 く健康家兎骨髄内偽好酸球の墨粒貪喰能に対す

る抑制作用は腸チフス菌毒素が最 も強 く,パ ラチフ

スA菌 毒素が之に次ぎ,パ ラチフスB菌 毒素,大 腸

菌毒素の順に弱 くなつている.之 は遊走速度の項で

述べたと同じ理由に基 くものと考えられるて
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次に墨粒貪喰能の亢進像についてはGalinowski69),

は感染症の恢復期には健常時より亢進すると述べ,

 Philipsborn89)は 同恢復 期には,時 には亢進 し,時

には減退するとのべている,又Schaeffer-Hieber98)

は墨粒貪喰能の亢進せる場合には予後良好であると

述べている.之 に反して,糸 井4) 5),島 田27),加 登18),

 Grnnke74)等 は感染症の恢復期には正常値に復する

が,亢 進像は認められないとのべている.感 染症の

恢復期には以上の二説があるが,私 の実験成績では

前述の如 く細菌毒素の或る低濃度では明らかに墨粒

貪喰能の亢進像を認めた.従 つて私の成績のみから

みると,感 染症の恢復期には低濃度の毒力に基 く白

血球墨粒貪喰能の亢進の可能性も考えられる.

3) 生体染色性について

私の実験成績を総括 して見るに,健 康家兎骨髄内

偽好酸球の生体染色性に及ぼす影響について,腸 チ

フス菌毒素の高濃度(10, 1mg/cc)で は早期に高度

に染色し,　12時間前後から対照よら,よ り褪色す.
一方0 .01mg/cc

,では生体染色度は対照より低値を

示す.パ ラチフスA菌 毒素の高濃度(10mg/cc)で

は早期に高度に染色 し,対 照より早期に槌色するが,

爾余の濃度では寧ろ低値を示す.次 にパラチフスB

菌及び大腸菌毒素では, 10mg/ccで も対照 と同じ

傾向を示 し,爾 余の濃度では寧ろ低値を示す.

扨て生体染色につい ては周知 の如 く清野物 によ

つて大成されたが,骨 髄の組織培養による生体染色

につ いて はGrossmann72), Weissmann102)等 の断

片的業績をみるのみである.勿 論感染症の血液細胞

の生体染色についての研究は全 く見当らない.教 室

田村鋤 は骨髄体外組織培養法を応用して生体染色

について系統的研究をなし,そ の遊走機能,墨 粒貪

喰機能との関係を検討 して新境地を開いた.私 はこ

の田村38)の方法に則り,細 菌毒素 の骨髄内白血球

の生体染色に及ぼす影響を観察した次第である.

而して田村38)は 骨髄内白血球の機能(遊 走機能,

墨粒貪喰能)の 活溌な時は白血球の顆粒の中性紅に

対する染色性が低下するとのべている.又 同氏は白

血球機能が低下している場合 は森田53)の染色の逆

理論により即ち塩基性色素の細胞膜透過性の亢進 と

好塩基顆粒の機能低下による反溌力低下に基き早期

に高度に染色 し,又 この色素嗜好顆粒が色素毒性に

よつて早期に破壊 される結果早期に槌色するとのべ

ている,

この田村鋤 の理論と私の実 験成績とを照し合せ

て見ると腸チフス菌毒素の高濃度では細胞機能の低

下を意味 し,低 濃度では細胞機能は稍々亢進 してい

るようである.次 にパ ラチフスA菌 毒素では腸チフ

ス菌毒素の場合と略々同じ結果となり,大 腸菌毒素

では寧ろ生体 染色 性は低 く,森 田53),田 村38)の 云

う如 く細胞機能の亢進を意味している.そ して之等

は墨粒貪喰能に於ける結果に一致 し,又 その高濃度

に於ける生体染色の成績は遊走機能に於ける結果に

一致 している.

第5章　 結 論

私は腸チフス,パ ラチ フスA, B並 びに大腸菌

毒素を健康家兎骨髄組織培養に添加 して偽好酸球の

遊走速度,墨 粒貪喰能及び中性紅による生体染色に

対する影響を,次 に腸チフス,大 腸菌毒素を健康人

骨髄組織培養に添加 して好中球の遊走速度に対する

影響を,更 に腸チフス患者血清を健康家兎骨髄組織

培養に添加 して偽好酸球の遊走速度に対する影響を

追求して,次 の結論を得た.

1) 健康家兎骨髄内偽好酸球遊走速度,墨 粒貪喰

能に対する抑制作用は,腸 チフス,パ ラチフスA,

パラチフスB菌 毒素の順に弱 くなり,大 腸菌毒素に

は殆んど認められない.又 各細菌毒素の或る低濃度

では墨粒貪喰能の亢進を認める.

2) 腸チフス,大 腸菌毒素の健康人骨髄内好中球

遊走速度に及ぼす影響と健康家兎骨髄内偽好酸球遊

走速度に及ぼす影響には差異を認めない.

3) 家兎骨髄内偽好酸球の生体染色に及ぼす影響

に於てもその墨粒貪喰能,遊 走速度に対すると同じ

く,腸 チフス,パ ラチフスA, B,大 腸菌の順に細

菌毒素の細胞機能に対する障碍作用が弱 くなつてい

る事を示 している.

4) 以上より腸チフス菌毒素は直接骨髄に働いて

好中球,偽 好酸球の細胞機能を障碍 し,パ ラチフス

菌毒素も之に次で障碍するが,大 腸菌毒素は障碍作

用が殆んどないことが明白になつた.

5) 腸チフス患者血清中に家兎骨髄内偽好酸球の

遊走速度を抑制する因子を認める.

擱筆するに当り終始御懇篤な御指導御校閲を賜っ

た恩師平木教授並びに大藤助教授に深甚なる謝意を

表します.

(本論文の要旨は昭和33年 日本血液学会第20回 総

会に於て発表した)
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Influeuces of Toxins of Salmonella Typhi, Salmonella Paratyphi 

A, B, and Escherichia Coli on Bone-Marrow Tissue Culture

Part 2. Influences of toxins of S. typhi, S. paratyphi A, B, and E. coli

 on pseudoeosinophils in the rabbit bone marrow and on neutro

phils in the human bone marrow -the wandering velocity,

 carbon-particle phagocytosis, and vital staining

- By

Kiyoshi Motokura

Department of Internal Medicine Okayama University Medical School
(Director: Prof. Kiyoshi Hiraki)

By loading toxins of S. typhi, S. paratyphi A, B, and E. coli to the bone-marrow 
tissue culture of normal rabbits the author observed the influences of these toxins on the 

wandering velocity, carbonparticle phagocytosis, and vital staining by neutral red, and next 
by loading toxins of S. typhi and E. coli to the bone-marrow tissue culture of normal persons 
studied the influences on the wandering velocity of neutrophils; and still further by adding 
the serum of the patient with typhoid fever to the bone-marrow tissue culture of normal 
rabbits pursued the influences on the wandering velocity of pseudoeosinophils; and obtained 
the following results.

1. The inhibitory action of these toxins on the wandering and carbon-particle phagocytosis 
decreases in the order of that of S. typhi, S. paratyphi A and S. paratyphi B, and the 
toxin of E. coli has hardly any such action. In addition, each of these toxins at a certain 

concentration accelerates the carbon-particle phagocytosis.
2. There can be recognized no difference between the action of toxins of S. typhi and 

E. coli on the wandering velocity of the neutrophils in the bone marrow of normal persons 
and the same on the wandering velocity of the pseudoeosinophils in the bone marrow of 
normal rabbits.

3. The influences exerted on the vital staining of the pseudoeosinophils in the bone 
marrow of normal rabbits are exactly identical with those on the carbon-particle phagocytosis 

and the wanderirg velocity, and the intensity of inhibitory action of these toxins on the cell 
functions decreases in the order of S. paratyphi A, B, and E. coli.

4. From these it has been clarified that the toxin of S. typhi acts directly on the bone 
marrow and disturbs the cell function of neutrophils and pseudoeosinophils; and likewise the 
toxin of S. paratyphi A and B impairs these functions to the degree next to that of S. 
typhi; whereas the toxin of E. coli has hardly no such inhibitory action.

5. In the serum of the patient with typhoid fever there can be recognized a factor that 
inhibits the wandering velocity of pseudoeosinophils in the bone marrow of normal rabbits.


